
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●虎姫町と湖北町にまたがる標高約２３０ｍの山。 

まるで龍が伏せているかのように見えるその姿は、 

虎姫町のシンボルと言えます。 

●虎御前山の尾根は南北に長く、南尾根を別に「「「「八八八八
は っ

相山相山相山相山
そ う ざ ん

」」」」と呼ばれています。 

●東に名峰伊吹山を眺め、西には琵琶湖を遠望し、春には桜、秋には紅葉と四季折々の自然を

楽しむことのできる風光明媚な山です。 

●虎御前山のハイキングコースは約２キロ。１時間程度で縦断できます。 

●ＪＲ虎姫駅から徒歩約１５分。 

 

 
 

                       
 

 

        〈虎御前山〉〈虎御前山〉〈虎御前山〉〈虎御前山〉    始は始は始は始は長尾山長尾山長尾山長尾山
な が お や ま

と号す、此山にと号す、此山にと号す、此山にと号す、此山に桃須桃須桃須桃須
も も す

谷谷谷谷
だ に

といふ所あり、其谷といふ所あり、其谷といふ所あり、其谷といふ所あり、其谷にににに井筒井筒井筒井筒
い づ つ

と号する泉あり。と号する泉あり。と号する泉あり。と号する泉あり。    

此地に一人の美女此地に一人の美女此地に一人の美女此地に一人の美女忽焉忽焉忽焉忽焉
こ つ え ん

としてとしてとしてとして顕顕顕顕
あらわ

れたり容色類なし。れたり容色類なし。れたり容色類なし。れたり容色類なし。    

せせらぎ長者せせらぎ長者せせらぎ長者せせらぎ長者娶娶娶娶
め と

りて妻とす、其名をりて妻とす、其名をりて妻とす、其名をりて妻とす、其名を虎虎虎虎
と ら

御前御前御前御前
ご ぜ ん

といふ。といふ。といふ。といふ。懐胎懐胎懐胎懐胎
か い た い

して十五筋の小蛇を産す、して十五筋の小蛇を産す、して十五筋の小蛇を産す、して十五筋の小蛇を産す、    

はなはだこれを恥ぢて山東の淵に身を投ず、今のはなはだこれを恥ぢて山東の淵に身を投ず、今のはなはだこれを恥ぢて山東の淵に身を投ず、今のはなはだこれを恥ぢて山東の淵に身を投ず、今の女性淵女性淵女性淵女性淵是也。是也。是也。是也。    

                    爾来爾来爾来爾来
じ ら い

此山を虎御前山と号すといふ。此山を虎御前山と号すといふ。此山を虎御前山と号すといふ。此山を虎御前山と号すといふ。            

（（（（江戸時代に書かれた江戸時代に書かれた江戸時代に書かれた江戸時代に書かれた滋賀県滋賀県滋賀県滋賀県のののの地誌『近江輿地志略』より）地誌『近江輿地志略』より）地誌『近江輿地志略』より）地誌『近江輿地志略』より） 

 

■ その昔、長尾山と呼ばれる山がありました。この山に桃酢谷という場所があり、 

その入口に井筒と呼ばれる泉がありました。泉のほとりには大変美しく気立ての 

よいお姫様が住んでいました。その名は虎御前。 

姫は麓に住むせせらぎ長者（※）と結婚し、やがて身ごもります。 

しかし月満ちて産まれてきたのはなんと１５匹の小蛇。我が身を嘆いた虎御前 

は、山の東にある女性淵
み せ が ふ ち

に身を投じてしまいました。以来、この山は虎御前に 

ちなみ、いつ頃からか「虎御前山」と呼ばれるようになったということです。 

    明治２２年（１８８９）４月、町村制が施行されたとき、この虎御前伝説を親しんで 

「虎姫村」と名付けられ、昭和１５年（１９４０）に「虎姫町」に改められました。 
 

 

 

      ※せせらぎ長者…村の水不足を憂い、高時川から水を引くという大事業を行ったとされる人物 
（出自等の詳細は不明）  

▲虎御前をモチーフに▲虎御前をモチーフに▲虎御前をモチーフに▲虎御前をモチーフにしたしたしたした

町のキャラクター町のキャラクター町のキャラクター町のキャラクター    



 
  

 

  ①①①①    南北時代南北時代南北時代南北時代    八八八八
は っ

相山相山相山相山
そ う ざ ん

のののの戦戦戦戦いいいい    足利足利足利足利
あ し か が

尊尊尊尊
た か

氏氏氏氏
う じ

    ＶＳＶＳＶＳＶＳ    足利足利足利足利
あ し か が

直直直直
た だ

義義義義
よ し

     
   

室町幕府で二頭政治を行っていた足利尊氏と弟の足利直義との間に不和が生じ、内部 

紛争が起こります。観応２年（１３５１）夏、尊氏軍と直義軍が八相山で戦を交え、破れた直義 

は敦賀へ逃れました。翌年尊氏に降伏しましたが、その直後謎の死を遂げています。 

直義の死は尊氏による毒殺説が有力です。 
 

 

 ②②②②    戦国時代戦国時代戦国時代戦国時代    小谷城攻防戦小谷城攻防戦小谷城攻防戦小谷城攻防戦        
 

元亀元年（１５７０）６月、姉川合戦において織田信長軍に 

破れた浅井軍は、小谷山に籠城。信長は、横山城（長浜市） 

に前線基地を置き、浅井氏攻略を図りましたが、元亀３年  

（１５７２）７月以降は、小谷城の眼前にまで包囲網を縮小し、 

虎御前山に砦を構え、持久戦に備えました。 

７月２７日から築城を開始、８月中には完成をみたようで、かなり大規模な普請であったこと 

が窺えます。また羽柴籐吉郎（のちの豊臣秀吉）が定番（※）に任命されています。 

※定番…城番とも書く。城郭守衛のために置く兵士。番手衆・在番衆。 

 

虎御前山の築城がほどなく終わった。虎御前山の築城がほどなく終わった。虎御前山の築城がほどなく終わった。虎御前山の築城がほどなく終わった。巧みに仕上げられた砦の結構なことは、これまで見巧みに仕上げられた砦の結構なことは、これまで見巧みに仕上げられた砦の結構なことは、これまで見巧みに仕上げられた砦の結構なことは、これまで見  

聞きした多くの砦に見られ聞きした多くの砦に見られ聞きした多くの砦に見られ聞きした多くの砦に見られぬぬぬぬもので、みな目を見張ったものである。もので、みな目を見張ったものである。もので、みな目を見張ったものである。もので、みな目を見張ったものである。［中略］どこを向いても［中略］どこを向いても［中略］どこを向いても［中略］どこを向いても 

目に及ぶ目に及ぶ目に及ぶ目に及ぶ限りの景色や頑丈に造られた限りの景色や頑丈に造られた限りの景色や頑丈に造られた限りの景色や頑丈に造られたごごごご普請の普請の普請の普請のありさまありさまありさまありさまなど、など、など、など、いずれもいずれもいずれもいずれも口口口口に出しては表現に出しては表現に出しては表現に出しては表現 

しようもないほどのしようもないほどのしようもないほどのしようもないほどの素晴ら素晴ら素晴ら素晴らしい眺めであった。しい眺めであった。しい眺めであった。しい眺めであった。                                    （（（（    『信長公記』『信長公記』『信長公記』『信長公記』よりよりよりより    現代語訳現代語訳現代語訳現代語訳）））） 

 

       ※『信長公記』…信長の政治・軍事活動を記した一代記。全１６巻。作者は太田和泉守牛一。 
 

  ◆ 虎御前山は、四方の見通しがきく独立丘陵で、小谷城のすぐ南面に位置するため、 

最前線基地を築くのに適していました。 

 

虎ごせ山より横山迄間三里なり。程遠く候間、其虎ごせ山より横山迄間三里なり。程遠く候間、其虎ごせ山より横山迄間三里なり。程遠く候間、其虎ごせ山より横山迄間三里なり。程遠く候間、其繋繋繋繋
つなぎ

として、八相山・宮部郷両所に御要害として、八相山・宮部郷両所に御要害として、八相山・宮部郷両所に御要害として、八相山・宮部郷両所に御要害 

仰付けら仰付けら仰付けら仰付けらる。る。る。る。［中略］［中略］［中略］［中略］虎御前山より宮部迄路次一段あしく候。武者の出入のため、道のひろ虎御前山より宮部迄路次一段あしく候。武者の出入のため、道のひろ虎御前山より宮部迄路次一段あしく候。武者の出入のため、道のひろ虎御前山より宮部迄路次一段あしく候。武者の出入のため、道のひろ 

さ三間さ三間さ三間さ三間々中々中々中々中
ま な か

に高々とつかせられ、其へり敵の方に高さ一丈に五十町の間築地をつかせ、に高々とつかせられ、其へり敵の方に高さ一丈に五十町の間築地をつかせ、に高々とつかせられ、其へり敵の方に高さ一丈に五十町の間築地をつかせ、に高々とつかせられ、其へり敵の方に高さ一丈に五十町の間築地をつかせ、 

水を関入れ、往還たやすき様に仰付けらる。水を関入れ、往還たやすき様に仰付けらる。水を関入れ、往還たやすき様に仰付けらる。水を関入れ、往還たやすき様に仰付けらる。                                                                    （（（（    『信長公記』より）『信長公記』より）『信長公記』より）『信長公記』より） 

 

 さらに信長は、虎御前山と横山の間をつなぐ押さえとして、八相山と宮部（虎姫町）の２か所に要

害を築くよう命じます。虎御前山から宮部までの道筋は、ことのほか悪路であったため、道の幅を

約６ｍの広さに高く盛り上げ、道の縁に敵方（小谷山）に向けて高さ約３ｍ、長さ約５㎞にわたる塀

を築き、外側に水をせき入れて敵方の襲来に備えました。 

こうして最初の攻撃からおよそ３年の月日を要した小谷城攻略ですが、天正元年（１５７３）８月、

浅井氏滅亡、小谷城落城によって終止符が打たれました。 

虎御前山は、小谷落城後は廃城となりますが、これより３年後に築かれる安土城が近世城郭の

先駆となることを考えると、過渡期の砦として大変貴重な史跡であるといえます。 

▲虎御前山古砦図（彦根城博物館蔵）▲虎御前山古砦図（彦根城博物館蔵）▲虎御前山古砦図（彦根城博物館蔵）▲虎御前山古砦図（彦根城博物館蔵）    


